






要約:有機酸代謝異常症のスクリーニングを地域で広範囲に導入するに当たって、どのよ

うな条件を整えれば良いかを検討するため、国内の有機酸代謝異常症の専門家を対象に、

アンケート調査をデルファイ法にて行った.

 現在の検査法の有効性については、感度は回答の半数以上が良好の水準にあるとしたが、

特異度はいまだ不十分であるとの意見が多かった.マススクリーニングにていまだ患者が

確認されていない段階では、感度を評価するのに考慮した患者数、患者の代表性などが不

十分であるとの回答が多いのは当然であった．特異度を検討するのに検討した対象数、健

康者の代表性などは十分であるという回答が多かった.

 スクリーニングの効果についての設問では早期発見、治療可能、治療効果ありとする意

見が多かった.広範囲のスクリーニングの導入を判断するためには、追跡調査法による効

果評価の方法が必要であるとの意見が多数を占めた.スクリーニングの効果が望ましい状

態になる時期は、 2000 年以降であるとの回答が多かった.


